ヒト型図形を用いた配色記憶に関する研究 by 赤間, 章英 & AKAMA, Takahide
氏名 
学位（専攻分野） 
学位記番号 
学位記授与の日付 
学位記授与の要件 
学位論文題目 
 
論文審査委員 
赤間 章英 
博 士（学 術） 
千大院理工博甲第学７号 
令和２年３月３１日 
学位規則第４条第１項該当 
ヒト型図形を用いた配色記憶に関する研究 
 
（主 査）教 授：下村 義弘 
（副 査）教 授：岩永 光一   教 授：中川 誠司 
     准教授：石橋 圭太 
 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 本研究は，視覚的短期記憶に関して課題となっている，色と形の関係性を解明するために，図形の意味
が配色記憶に与える影響を調べた。特に，脳での物体認識を担う視覚の腹側経路上にある，高次視覚野身
体領域の存在からヒト型図形に注目し，配色記憶にヒト型図形が及ぼす影響を，脳波事象関連電位を用い
て検討した。実験１ではヒト型図形が配色記憶の記銘時に与える影響を検討し，主に記憶が形成される段
階でのヒト型図形の影響を明らかにした。実験 2 ではヒト型図形の構成要素とレイアウトの影響について
検討し，ヒト型にレイアウトされていることが配色記憶に影響することを明らかにした。第３実験では配
色記憶の記銘時と想起時を分けてヒト型図形が及ぼす影響を検討し，記銘時提示する図形と想起時に提示
する図形の影響を明らかにした。これらの実験の結果から，記憶が形成される段階で提示する図形は配色
記憶の正確性に影響を及ぼし，想起時に提示する図形は配色記憶の思い出しやすさに影響することが明ら
かとなった。以上より，脳での視覚処理における色と形の関係性については，記憶の形成時と想起時では
異なっていることが明らかとなった。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は，ヒト型図形の顕著性が配色記憶に及ぼす影響について，脳波事象関連電位を用いて検討したも
のである。特に，記憶の記銘，保持，及び想起の段階に分けて，３つの実験から検討している。実験の結
果，配色記憶の記銘時において，ヒト型図形は選択的注意をひきつけやすい図形であることが明らかとな
り，保持されている配色を再認する段階においては，ヒト型図形の構成要素をランダムに配置するものよ
りもヒト型にレイアウトされていることが想起のしやすさにつながることを明らかにしている。さらに，
配色記憶の記銘時と想起時に分けてヒト型図形が及ぼす影響を検討した結果，ヒト型図形で配色を記銘す
ると正確で素早い想起につながり，ヒト型図形で配色を想起すると記憶の強化により注意が向けられるこ
とを明らかにした。これらの知見によりヒト型図形が配色記憶の認知的プロセスに及ぼす影響を明確にし，
形の意味や注意のひきつけやすさが記憶に及ぼす影響について考察している。公開論文発表会での質疑応
答，及び審査の結果、これらの成果がヒトの色と形の認知に関する基本的理解に貢献するのみならず、記
憶負荷の少ないユーザーインタフェースの構築への応用など、学術的な価値を有するものであると評価さ
れた。 
 
2020 年 1 月 23 日に公開論文発表会・本審査委員会を開催し、論文発表と質疑応答及び審査が行われた。 
 
2020 年 1 月 17 日に本論文に関して剽窃チェックを行い、問題がないことを確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
